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上
野
の
杜
の

波
瀾
万
丈

第
七
回

中
国
人
留
学
生

一
斉
帰
国

一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
開
始
は

美
校
中
国
人
留
学
生
の
一
斉
帰
国
と

日
中
美
術
交
流
運
動
の
途
絶
を
招
い
た
。

吉
田
千
鶴
子

年
間
八
千
人
に
も
達
し
た
中
国
人
留
学
生

　

昨
年
（
二
〇
〇
八
年
）
三
月
、
北
京
の
中
国
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
林
達
川
回
顧
展
と
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
招
か
れ
た
。

林
達
川
は
広
東
省
に
生
ま
れ
、
国
立
西
湖
芸
術
専
科
学
校
で
学

ん
だ
後
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
来
日
。
東
亜
予
備
学
校
、

川
端
画
学
校
、
帝
国
美
術
学
校
等
を
経
て
三
十
五
年
に
東
京
美

術
学
校
（
美
校
）
彫
刻
科
に
入
学
し
、
四
十
三
年
に
卒
業
し
た
。

在
校
中
か
ら
梅
原
龍
三
郎
、
安
井
曾
太
郎
に
私
淑
し
、
油
絵
も

描
き
始
め
た
。
卒
業
ま
で
に
八
年
も
か
か
っ
た
の
は
、
日
中
戦

争
勃
発
の
た
め
二
年
あ
ま
り
休
学
・
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

か
ら
だ
。

　

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
、
日
本
を
戦
争
の
時
代
へ

と
引
き
込
ん
で
い
く
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
五
千
人
近
い
中
国

人
留
学
生
が
一
斉
に
帰
国
す
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
が
、
美

校
で
も
林
の
ほ
か
に
胡
光
弼
、
兪
成
輝
、
沈
寿
澄
、
趙
琦
、
王

式
廓
、
許
統
璋
、
沈
柏
年
ら
の
留
学
生
が
帰
国
し
た
。
林
は
華

僑
で
あ
る
父
親
の
伝
手
で
再
来
日
し
美
校
に
戻
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
ほ
か
は
復
学
す
る
こ
と
な
く
、
抗
日
宣
伝
画
の
制
作
に

腕
を
振
る
い
魯
迅
芸
術
学
院
そ
の
他
で
教
鞭
を
と
っ
た
王
式
廓

を
除
い
て
は
帰
国
後
の
足
跡
は
不
明
だ
。
多
大
な
犠
牲
を
払
っ

て
来
日
し
、
憧
れ
の
美
校
に
入
学
し
て
本
格
的
に
勉
強
を
始
め

た
の
も
束
の
間
、
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
彼
ら
の
心
中
は

複
雑
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
日
中
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
と
中
国
は
敵
対
関
係
と
な
り
、

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
国
交
が
回
復
す
る
ま
で
疎
遠

な
関
係
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
、
両
国
と
も
に
長
い
激

動
の
歳
月
を
経
過
す
る
な
か
で
、
か
つ
て
の
文
化
交
流
の
歴
史

は
忘
れ
去
ら
れ
、
交
流
が
盛
ん
と
な
っ
た
現
今
に
お
い
て
す
ら
、

そ
れ
を
思
い
起
こ
そ
う
と
す
る
人
は
少
な
い
。
し
か
し
、
日
本

と
中
国
は
古
代
か
ら
の
関
係
は
言
う
に
及
ば
ず
、
明
治
維
新
以

後
も
文
化
交
流
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

一
例
が
本
稿
に
関
連
の
あ
る
中
国
人
留
学
生
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

日
清
・
日
露
の
戦
争
に
勝
っ
て
強
力
な
近
代
国
家
と
目
さ
れ
た

日
本
に
大
勢
の
中
国
人
青
年
が
留
学
し
、
そ
の
数
は
最
も
多
い

年
で
八
千
人
に
達
し
た
と
い
う
。
美
校
で
も
一
九
〇
五
（
明
治

三
十
八
）
年
に
第
一
号
の
黄
甫
周
（
舌
画
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
名
を
知
ら
れ
た
）
が
入
学
し
て
以
来
、
次
々
と
中
国
人
が
入

学
し
、
中
国
人
の
存
在
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。

美
術
の
メ
ッ
カ
へ
の
憧
憬

　

美
校
に
限
っ
て
み
た
場
合
、
日
中
交
流
の
パ
イ
プ
は
留
学
生

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
東
洋
美
術
史
教
授
の
大
村
西
崖
は
中

国
美
術
史
学
の
発
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
学
者
と
し
て

中
国
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
幾
度
も
訪
中
し
、
北
京

大
学
で
講
演
し
た
り
日
中
美
術
家
交
流
の
拠
点
で
あ
る
西
湖
有

美
書
画
社
を
設
立
す
る
な
ど
し
て
熱
心
に
交
流
運
動
を
進
め
、

も
ち
ろ
ん
、
美
校
の
中
国
人
留
学
生
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
例

え
ば
後
年
金
魚
大
王
と
称
し
た
汪
亜
塵
な
ど
は
西
崖
の
中
国
旅

行
の
よ
き
案
内
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
二
二
（
大
正
十

一
）
年
か
ら
日
中
両
国
画
家
に
よ
る
日
華
聨
合
絵
画
展
が
中
国

と
日
本
で
毎
年
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
日
本

側
の
代
表
は
美
校
校
長
正
木
直
彦
で
、
事
務
局
が
美
校
内
に
置

か
れ
て
い
た
の
で
、
日
中
関
係
者
の
往
来
が
頻
繁
に
あ
り
、
中

国
人
留
学
生
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
空
気
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
空
気
を
も
一
掃
し
て
し
ま
っ
た
の
が
日
中
戦
争

上：李叔同筆　卒業制作自画像　1911年　本学蔵
下：卒業記念写真中の李叔同（中央）
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だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
美
校
で
学
ん
だ
中
国
人
た
ち
が
中
国
の
近
代
美

術
お
よ
び
美
術
関
連
事
業
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
担
っ
た
こ

と
は
両
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
す
で
に
検
証
ず
み
だ
が
、
こ
こ

で
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
人
物
に

中
国
人
留
学
生
第
二
号
の
李
叔
同
（
李
岸
、
弘
一
大
師
）
が
い

る
。
彼
は
帰
国
後
中
国
の
近
代
洋
画
・
音
楽
・
演
劇
の
草
分
け

と
な
り
、
の
ち
に
出
家
し
て
修
行
に
専
念
し
た
。
書
家
、
思
想

家
と
し
て
も
声
望
が
高
く
、
魯
迅
も
心
酔
し
た
と
い
う
偉
人
で

あ
っ
て
、
研
究
書
も
多
く
出
て
い
る
が
、
近
年
、
そ
の
激
動
の

生
涯
が
「
一
輪
名
月
」
と
題
す
る
映
画
に
よ
っ
て
世
に
紹
介
さ

れ
、
一
般
に
も
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。
こ
の
映
画
は
本
学
で

の
取
材
も
含
め
て
制
作
さ
れ
た
意
欲
作
で
、
プ
ー
・
ツ
ン
シ
ン

が
李
を
、
ビ
ビ
ア
ン
・
ス
ー
が
日
本
人
妻
を
演
じ
、
第
十
一
回

中
国
電
影
華
表
賞
優
秀
作
品
賞
・
最
優
秀
男
優
賞
を
受
賞
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
李
叔
同
は
西
洋
画
科
（
の
ち
油
画
科
）
の
卒
業
生
（
一

九
一
一
年
）
だ
が
、
ほ
か
の
中
国
人
も
多
く
は
西
洋
画
科
を
志

望
し
た
。
そ
れ
は
同
科
が
近
代
美
術
の
中
心
地
パ
リ
の
美
術
学

校
で
修
行
し
た
黒
田
清
輝
を
は
じ
め
と
す
る
教
員
た
ち
に
よ
っ

て
フ
ラ
ン
ス
流
の
本
格
的
な
洋
画
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
場

所
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
美
術
の
メ
ッ
カ
と
し
て
憧
憬
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
他
の
科
を
志
望
す
る

者
も
増
え
た
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
合
計
す
る
と
美
校
が
廃
止

に
な
る
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
ま
で
の
中
国
人
留
学
生

は
百
三
人
（
満
州
国
籍
も
含
む
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
中
国

人
に
少
し
遅
れ
て
入
学
し
始
め
た
朝
鮮
人
は
合
計
八
十
九
人
、

台
湾
人
は
合
計
三
十
人
、
そ
の
他
西
欧
諸
国
を
含
む
諸
外
国
人

は
合
計
十
七
人
で
あ
っ
た
。
本
学
に
残
る
記
録
文
書
を
見
る
と
、

少
数
精
鋭
主
義
の
美
校
は
か
な
り
の
難
関
だ
っ
た
ら
し
く
、
幾

度
か
受
験
し
て
漸
く
合
格
し
た
人
や
入
学
を
断
念
し
て
私
立
学

校
に
入
学
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。
運
よ
く
合
格
し
た
者
は
日

本
人
生
徒
と
隔
て
な
く
指
導
を
受
け
、
入
学
者
の
約
半
数
が
卒

業
ま
で
在
学
し
た
。
研
究
科
に
ま
で
進
み
、
日
本
の
官
設
・
在

野
展
に
出
品
し
て
力
量
を
認
め
ら
れ
た
人
た
ち
も
い
る
。

留
学
生
た
ち
の
そ
の
後

　

し
か
し
、
朝
鮮
人
・
台
湾
人
留
学
生
の
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
お

い
て
、
中
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
言
う
と
、
大
変
革
時
代
の
厳

し
い
社
会
状
況
の
も
と
で
果
た
し
て
日
本
で
習
得
し
た
も
の
を

順
調
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
特
に
あ
る
時
期
か

ら
は
社
会
主
義
革
命
に
奉
仕
す
る
制
作
活
動
に
従
事
す
る
以
外

に
道
は
な
く
、
日
本
留
学
の
こ
と
は
経
歴
上
の
疵
に
な
り
、
か

の
文
化
大
革
命
（
文
革
）
の
際
な
ど
は
日
本
留
学
の
痕
跡
す
ら

消
し
去
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
日
本

留
学
は
却
っ
て
不
幸
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
想
像

し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
う
し
た
想
像
を
覆
し
た
の
が
最
初
に

述
べ
た
林
達
川
の
遺
作
展
な
の
で
あ
る
。

　

展
覧
会
場
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
の
は
林
が
一
水
会
や
日
展
に

出
品
し
て
い
た
頃
の
穏
和
な
自
然
描
写
の
油
絵
の
延
長
線
上
に

あ
る
作
品
で
あ
っ
た
。
文
革
の
と
き
は
例
に
漏
れ
ず
田
舎
に
下

放
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
も
風
景
な
ど
を
題
材
と
す
る
小
品
油
絵

を
淡
々
と
描
き
続
け
て
い
た
ら
し
い
。
そ
う
し
た
作
風
が
今
の

中
国
人
に
は
む
し
ろ
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
ら
し
く
、
美
術
学
生

ら
し
い
若
者
た
ち
が
絵
の
前
に
座
り
込
ん
で
熱
心
に
見
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
林
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、

日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
し
て
自
分
の
芸
術
を
追
求
し
て
い

っ
た
人
々
が
も
っ
と
居
て
、
や
が
て
評
価
さ
れ
る
日
も
来
る
だ

ろ
う
と
い
う
希
望
的
観
測
を
筆
者
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
（
よ
し
だ
・
ち
づ
こ
／
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
）

次
号
予
告

上
野
児
童
音
楽
学
園　

昭
和
八
年
六
月
～
昭
和
十
九
年

　

昭
和
初
期
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
東
京
音
楽
学
校
で
行
わ
れ
た
音
楽
の
早
期
教
育
機
関
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
を
終
え
た
乘
杉
嘉
壽
校
長
の
発
案
に
よ
り
、
昭
和
八
年
に
同
声
会
（
同
校

の
同
窓
会
）
を
母
体
と
し
て
開
園
し
た
。
空
き
教
室
を
活
用
し
、
同
校
の
教
師
や
研
究
科
生

徒
が
指
導
に
当
た
っ
た
。
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
指
揮
の
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
三
番
の
演
奏

会
に
は
ド
イ
ツ
語
の
合
唱
で
出
演
し
、
批
評
家
も
「
子
供
の
合
唱
が
い
ち
ば
ん
う
ま
か
つ

た
」（
大
田
黒
元
雄
）
と
絶
賛
し
た
。
戦
況
の
悪
化
に
伴
い
、
昭
和
十
九
年
の
秋
に
閉
鎖
さ

れ
た
。

右：劉錦堂（王悦之）筆　卒業制作　母と侍童　1921年
左：林達川筆　港湾速写　1970年代　遺族蔵


